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カーボンナノチューブ(CNT)やグラフェン

に代表されるナノカーボン材料は，軽量で柔軟

性を有し優れた電気的特性を持っていること

から、センサなどのデバイス応用への研究が盛

んに行われている。カーボンナノホーン(CNH)

は角（つの）状構造を持つナノカーボン材料で

ある。CNH は数千本集まって直径 100 nm程度

の球状の集合体(CNHs)を形成[1]し、これが溶

媒への高い分散性を有することから塗布法を

用いた大面積かつフレキシブルなデバイスへ

の応用が期待できる。カーボンナノブラシ

(CNB)は 2015 年に発見されたナノカーボン材

料で、CNHsが繊維状に細長く連なって集合し

た形状を持つ[2]。CNB は CNHs と同様に高分

散性と高吸着性を持つ一方、CNHsよりも高い

導電性を有しており、広い分野での産業応用が

期待されている。 

我々はこれまでに CNHs のポリスチレンス

ルホン酸（PSS）とのコンポジット膜を作製し、

IR パルス光を照射し、数十 ms程度の長い緩和

時間を有する光応答を観測した[3]。今回は、

より導電性の高い CNB を用いてコンポジット

膜を同様に作製し、その IR パルス光応答性を

調べた。 

試料はキャスト法で作製した。親水化処理を

施した ITO基板上に PSSとCNBの混合液を滴

下し、大気中 130℃、30分でポストアニールを

行い成膜した。IR パルス光応答の測定は大気

中室温で行った。ITO 基板上の CNB 膜をもう

一枚の ITO 基板を用いてサンドイッチ状に挟

み、対を成した電極（ITO）間に±36 V までの

バイアス電圧を印加、パルス IR 光を照射して

励起電流の過渡応答を記録した。光源には

Nd:YAG レーザー（波長 1064 nm、パルス幅 10 

ns、繰返し周波数 5Hz）を用いた。 

 図 1に CNB：PSSコンポジット膜の IR パル

ス光に対する励起電流の過渡信号を示す。

CNH膜と同様に顕著な IR 応答が得られ、その

緩和時間も数㎳～数十㎳と CNH膜と同程度で

あった。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. Photoresponse transients for CNB films 

under IR illumination at various bias. 
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